
平成24年度 

在宅医療連携拠点事業 
成果報告 

医療法人聖真会 渭单病院 

在宅医療連携室 

看護師 

ケアマネジャー 中野知美 
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地域的な背景 ～まとめ～ 

全国に先駆け進む高齢化 
・独居高齢者（人里離れた一軒家に90歳が一人
で暮らす） 
・老老介護（80歳の息子が100歳の母を看る）
etc  

労働人口が少ない-人材は貴重!! 
公的病院がない,  医療機関の衰退 
・ここ１０年以内に3診療所閉鎖 
・地域の常勤医の３分の１は７０代以上！ 

交通の便が悪い 
・中核病院まで遠い（車で１時間以上） 
・学習機会に恵まれないことによる遅れた知識
（高知市まで2時間半） 
しかし 

人的ネットワークは強い！ 
 

 

 
人口:  約15,909人   
高齢化率:  39.9％         
（2012年12月） 

 

徳島県 

香川県 

愛媛県 

高知県 

土佐清水市 
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     課題          初期活動計画 

①在宅医療体制の整備 

・人材不足 

  在宅医 

  訪問看護 

  

医療機関の連携による24時間在宅医療体制の構築 
・在宅医を増やす 
・連携による24時間往診体制と在宅患者受け入れのた
めの病床確保 
・ショートステイの空床状況と受け入れ可能利用者の 
開示 
・医療機関からの訪問看護の提供 

②在宅支援体制の整備 

・独居高齢者、高齢者世帯
のサポート体制 

・在宅介護力 

見守り、高齢者が安心して暮らせる在宅支援体制の構築 
・訪問薬剤管理指導 
・地域住民の生活実態の情報収集（聞き取り調査） 
・民生委員、区長との連携 

③医療-在宅の連携 

・医療側の在宅イメージ 

・相談員の機能 

効果的な医療提供のための多職種連携体制の構築 
ICTによる情報共有システム開発 
・多職種によるシステム委員会による開発 

④在宅医療に対する周知 

・専門職の知識不足 

・住民に在宅医療が理解さ
れない 

人材育成・普及啓発 
・eラーニング教材による介護教育 
・「資源ＭＡＰ」の作成 ～在宅療養のバイブル 
・介護公開講座 ～在宅医療,地域で支え合い暮らすこと 

医療・介護の課題と活動計画 
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         活動内容 得られた効果 

医療機関の連携による24ｈ在宅医療体制の構築 
・各医療機関の夜間の診療体制と補完体制の明確化 
・空床情報交換 
・各医療機関の患者情報提供窓口の明確化 

 
・訪問診療件数増加 
・後方連携の活性化 
 

高齢者が安心して暮らせる在宅支援体制の構築 
・ショートステイの空床状況の開示 
・訪問栄養管理指導開始 
・訪問薬剤管理指導導入 
・民生委員児童委員協議会会長、連合区長との連携 

 
・ショートベット稼働率の上昇 
・ケアマネの栄養への関心 
・地域見守りネットワーク作り
との協働（Ｈ25年度予定） 

効果的な医療提供のための多職種連携体制の構築 
・ICTによる情報共有システム構築 
・医師を含む包括カンファレンス（1回/月, 5回） 
・入院早期カンファレンスの導入（1回/週,12回） 

 
・医療、介護、行政のネット
ワーク構築 
・病院と施設との連携強化 

人材育成・普及啓発 
・合同介護研修会、eラーニング教材の開発と配布
～愛のある介護、口腔ケア、廃用性症候群の予防 
など 
・資源ＭＡＰ配布、在宅医療普及プログラム開発 
・市民公開講座 
 ～講師：東北大学石井正教授、笑う介護士 袖山
卓也氏他 

 
・多職種ネットワークの構築 
・介護職への教育効果 
 
・介護に対する意識の変化、在
宅医療への関心 
・民生委員、自治会、教育委員
会とのつながり 4 



在宅医療支援システムイメージ 

在宅支援中核（医療機関） 在宅支援現場 

ファイア
ウォール 

在宅患者一覧 

インターネッ
トVPNを経由
して接続 

ヘルパー 

ケアマネ 

その他 
支援者 

家族・親戚 

ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ 

PC モバイル
端末 

情報共有 

家族や在宅医療支援者と情報共有 

情報提供  病院 

 診療所 

在宅支援 
システム 
サーバ 

在宅患者 

・患者情報 
・連絡票 
・Ｗｅｂメール 

電子カルテ
連携 

看護師 医師 
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在宅医療支援システムの基本機能 
＜主な機能＞ 

在宅患者台帱 

・基本情報, 医療情報 

 生活環境 

・緊急時患者情報提供窓口 

連絡票 

・訪問記録を時系列で表示 

・画像／動画の添付, 音声入力 

電子カルテ連携 

・訪問診療時のカルテ記載を 

 連絡票に連携 

Webメール 

モバイル端末対応 

セキュリティ 

・職種, 施設毎に 

 アクセス可能な情報を設定 

・インターネットVPN 

連絡票 利用者情報 

電子カルテ 

在宅利用者一覧 

モバイル端末 6 



【在宅医療に関する知識を画像で取得】 

在宅療養のための費用 

在宅療養生活 在宅医療機器 
 在宅医療とは？ 

市のサービス 
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資源ＭＡＰ 
～地域に暮らす高齢者の生活の地図 

コンテンツ 

１在宅医療とは？ 
２介護保険サービス 
３包括支援センター 
４市のサービス 
５民生委員の活動 
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うまくいかなかった点 
～残された課題～ 
 

 実現に 
至らなかったこと 

       理由 

24時間の在宅診療体制 人材不足-急性期病院と診療所連携による24時間体
制を検討していたが、急性期病院は、当直医と往診
医2名体制をとることが不可能であった。 

在院日数の減少 退院支援カンファレンスによる早期退院の誘導がで
きなかった。 

訪問看護の推進 人材不足-市内の医療機関による訪問看護の件数を
増やせないか検討したが、外来兼任であり困難だっ
た。 

医療ニーズの高い人の 

在宅復帰 

同居家族の受け入れ困難。 
病院側の医療従事者の在宅医療への関心が薄い。 
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効果的な活動にするためのポイント 
在宅医療多職種連携協議会 

合同会議（協議会） 

副会長 

 

２４ｈ在宅医療
体制構築部会 

 

 

 

情報共有連携
部会 

 

 

副会長 

 

人材育成 

普及啓発部会 

 

 

会長 

医療 地域 介護 

部会長 部会長 部会長 

仮
案 

作
業
部
会 

統
括 

決
定
・
承
認 

課
題 

指名 

補佐 

指名 

指名 

補佐 

指名 

指名 
仮
案 

抽出 

解決策 
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6月 第１回在宅医療多職種連携合同会議 

    在宅医療多職種連携協議会発足  

７月  第１回  ２４時間体制構築部会（医療とショートステイ）  

      ２４時間体制構築部会（在宅）      

      情報共有・連携体制構築部会  

８月  第１回  人材育成・普及啓発部会  

９月 第２回  ２４時間体制構築部会（医療とショートステイ） 

      情報共有・連携体制構築部会  

第2回在宅医療多職種連携合同会議 

11月 第3回  ２４時間体制構築部会（医療とショートステイ） 

      情報共有・連携体制構築部会 

第2回  人材育成・普及啓発部会 

12月 第３回在宅医療多職種連携合同会議 

3月 第2回  ２４時間体制構築部会（医療とショートステイ） 

      情報共有・連携体制構築部会 

第3回  人材育成・普及啓発部会 11 



土佐清水在宅医療多職種連携協議会 

２４時間在宅医療体制の構築の部会  

足摺岬診療所 院長 奥宮一矢   

情報共有・連携体制の構築部会  

土佐清水包括支援センター長 森川厚子 

人材育成・普及啓発部会       

土佐清水市社会福祉協議会事務局長 西本久美香 

地域全体で、高齢者を支える「地域作り」 
行政、医療、介護、地域一丸となって取り組む 

～在宅医療推進は、地域づくり～ 

会長  渭单病院 院長 溝渕敏水 

副会長 松谷内科 院長 松谷拓郎 
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